
体
や
商
工
業
団
体
、
農
業
団
体
、
漁
業
団
体
が
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
、
山
歩
き
や
街
歩
き
、
自
然
観
察
会

等
々
。
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
で
も
、
多
く
の
方
が
知
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。
な
ぜ
？ 

◎
人
と
人
を
繋
げ
る
。 

 

一
つ
一
つ
は
面
白
い
企
画
な
の
に
、
宣
伝
の
仕
方

が
悪
い
の
で
は
。
企
画
を
連
携
さ
せ
て
み
て
は
。
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
で
ま
す
、
情
報
の
共
有
に
問
題
が

あ
る
の
か
な
。
企
画
に
関
わ
る
人
材
を
繋
げ
る
。
縦

割
り
行
政
に
な
り
が
ち
な
行
政
の
部
署
を
繋
げ
る
。

人
の
繋
が
り
が
大
切
な
の
で
は
。
そ
う
い
う
意
味
合

い
か
ら
、
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
が

面
白
い
と
な
れ
ば
人
が
集
ま
り
人
が
繋
が
る
。 

◎
泉
南
街
道
物
語 

み
ん
な
が
知
ら
な
い
泉
南
市
を
、
住
民
が
活
き
活

き
と
語
る
。
み
ん
な
に
泉
南
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、

人
と
人
が
泉
南
市
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
じ
て

繋
が
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
に
「
泉
南
街
道
物

語
」
を
実
施
し
ま
す
。
第
１
回
は
【
新
家
編
】
で
す
。

七
月
十
日
（
火
）
十
時
～
十
二
時
、
新
家
上
村
老
人

集
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎
住
み
よ
い
泉
南
市 

今
回
、
初
め
て
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
、
泉
南
市

を
ど
う
思
う
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
電
車
で
の
利
便

性
が
い
い
。
災
害
が
少
な
い
。
地
価
が
安
い
。
そ
の

反
面
、
商
売
す
る
の
が
難
し
い
の
か
な
。
住
み
よ
い

街
な
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
商
店
街
に
活

気
が
少
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

◎
サ
ロ
ン
で
繋
が
ろ
う
。 

サ
ロ
ン
で
は
、
ど
ん
な
話
を
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
観
光
、
福
祉
、
教
育
、
み
ん
な
で
話
し
て
、
繋

が
り
、
市
民
が
で
き
る
街
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
泉

南
市
を
さ
ら
に
住
み
よ
い
街
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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五
月
二
十
二
日
（
火
）
平
成
三
十
年
度
第
ニ
回
「
泉

南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
七
名
（
市
民
三
名
、
職
員

四
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

風
薫
る
五
月
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
で
は
、
七
月

実
施
の
「
泉
南
街
道
物
語
」
の
お
話
か
ら
、
泉
南
市
の

い
い
と
こ
ろ
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
サ
ロ
ン
に
多
く
の

方
が
参
加
し
て
も
ら
え
る
か
等
々
、
話
し
合
い
ま
し
た
。 

市
民
が
元
気
に
な
る
提
案
、
泉
南
市
が
楽
し
く
な
る

提
案
を
お
持
ち
の
方
、
お
持
ち
じ
ゃ
な
い
方
も
、
サ
ロ

ン
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 ◎
泉
南
市
の
こ
と
知
っ
て
る
？ 

 

我
が
街
「
泉
南
市
」
の
こ
と
、
ど
れ
く
ら
い
ご
存
知

で
す
か
？
実
の
と
こ
ろ
知
ら
な
い
こ
と
多
い
の
で
は
？

知
り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

泉
南
市
に
は
い
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
連
綿
と
続
く
歴
史
文
化
、

豊
か
な
自
然
。
ま
た
、
四
季
折
々
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
お
祭
り
、
市
民
団 

街
は
ス
テ
ー
ジ
、

主
役
は
市
民
！ 

＊
信
達
宿
の
藤
ま
つ
り
＊ 

始
ま
り
は
、
奥
様
が
生
け
花
に 

使
っ
た
一
本
の
野
田
藤
の
枝
。
平 

成
の
花
咲
か
じ
い
さ
ん
こ
と
梶
本 

昌
弘
さ
ん
が
庭
に
植
え
た
そ
の
藤 

は
敷
地
い
っ
ぱ
い
三
十
メ
ー
ト
ル 

四
方
に
広
が
り
、
今
で
は
毎
年
四
万
も
の
花
房
を
つ
け
、

あ
た
り
一
面
に
甘
い
香
り
が
立
ち
込
め
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
人
に
こ
の
藤
を
見
て
元
気
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ
し

い
。
２
０
０
８
年
ご
逝
去
さ
れ
た
梶
本
さ
ん
の
遺
志
を

継
ぎ
、
地
元
有
志
が
「
藤
保
存
会
」
を
結
成
、
毎
年
「
信

達
宿
藤
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
四
月
に
は
地

元
市
民
だ
け
で
な
く
、
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
が
こ
の

藤
を
一
目
見
に
や
っ
て
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
デ
イ
に
は

藤
の
下
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
夜
に
は
歴
史
あ
る
町
並

み
に
仄
か
な
灯
り
が
灯
り
ま
す
。
一
本
の
小
さ
な
藤
か

ら
始
ま
っ
た
泉
南
市
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
泉
南
市
を
誰
よ

り
も
愛
し
た
校
長
先
生
の
お
話
し
で
す
。 


